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宮 城 県 警 察 本 部 長

宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会設置要綱の一部改正について（通達）

宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会については 「宮城県警察サイバー戦略総、

合対策委員会設置要綱の制定について（通達 （令和４年９月28日付け宮本サ対第81）」

7号ほか）により運用してきたところであるが、令和６年度宮城県警察組織機構改編

に伴い、別添のとおり宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会設置要綱の一部を改正

したので通達する。

なお、これに伴い、前記通達は廃止する。

記

１ 改正の要点

令和６年度宮城県警察組織機構改編に伴い、宮城県警察サイバー戦略プロジェク

トチーム構成員等について整理した。

２ 施行期日

令和６年４月１日



別添

宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会設置要綱

第１ 趣旨

この要綱は、宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会の設置に関し必要な事項を

定めるものとする。

第２ 設置

サイバー空間の脅威に対して警察組織の総合力を発揮した効果的な対策を推進す

るため、警察本部に宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会（以下「委員会」とい

う ）を置く。。

第３ 任務

委員会は、次に掲げるサイバー空間の脅威に関する事項を総合的に集約及び分析

し、対策方針を定め、その達成を図るものとする。

１ サイバー戦略に関すること。

２ 情報の集約及び共有に関すること。

３ 捜査支援及び技術支援に関すること。

４ 人材育成方策に関すること。

５ 関係機関、民間事業者、団体等と連携した取組に関すること。

６ サイバー空間における新たな脅威への対処等に関すること。

７ その他サイバー戦略に関すること。

第４ 組織

委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成し、それぞれ別表第１に掲げ

る職にある者をもって充てる。

第５ 運営

１ 委員長は、必要に応じて委員会を招集し、主宰する。

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し委員会への出席を

求めることができる。

３ 委員会の運営に関して必要な事項は、委員長が定める。

４ 委員会の庶務は、生活安全部サイバー犯罪対策課（以下「サイバー犯罪対策

課」という ）において処理する。。

第６ 宮城県警察サイバー戦略プロジェクトチーム

１ 設置

委員会を補佐するため、委員会に宮城県警察サイバー戦略プロジェクトチーム

（以下「プロジェクトチーム」という ）を置く。。

２ 任務

プロジェクトチームは、委員会の事務について補佐するとともに、部門間の必

要な連携及び調整並びにサイバー空間における情報の集約及び共有を図り、サイ

バー空間の脅威への対処に係る人的基盤及び物的基盤の強化その他の取組の連携、

調整等を行うものとする。

３ 組織



プロジェクトチームは、チームリーダー、チームサブリーダー及び関係課の職

員をもって構成し、それぞれ別表第２のとおりとする。

４ 運営

⑴ チームリーダーは、プロジェクトチームを主宰し、必要に応じてプロジェク

ト会議を開催する。

⑵ チームリーダーは、必要があると認めるときは、関係課の職員以外の者に対

しプロジェクト会議への出席を求めることができる。

⑶ プロジェクトチームの庶務は、総務部情報管理課、警務部警務課、サイバー

犯罪対策課及び警備部公安課において処理する。

なお、プロジェクトチームの庶務の取りまとめについては、サイバー犯罪対

策課において行う。

第７ 宮城県警察サイバー戦略専門部会

１ 設置

サイバー空間の脅威に対する各種対策を適時適切に効率よく実施するため、プ

ロジェクトチームに次の専門部会を置く。

⑴ 組織基盤整備部会

⑵ サイバー犯罪対策部会

⑶ サイバー攻撃対策部会

⑷ 情報セキュリティ・技術支援部会

２ 任務

各専門部会は、委員会が管理し、プロジェクトチームの統括の下、推進すべき

施策の企画立案を始め、別に定める具体的推進項目の実現に向けた必要な連携及

び調整を図るものとする。

３ 組織

各専門部会は、部会長及び関係課の職員をもって構成し、それぞれ別表第３の

とおりとする。

４ 運営

⑴ 部会長は、所掌する専門部会を主宰し、必要に応じて専門部会を招集すると

ともに、協議事項及び決定事項をチームリーダーに報告する。

⑵ 部会長は、必要に応じて関係課の職員以外の関係者に対し当該専門部会への

参加を求めることができる。

⑶ 各専門部会は、相互に緊密な連携を図るものとする。

⑷ 各専門部会に関係する事務について、協議が必要と認められる事項が発生し

た場合は、プロジェクトチームにおいて協議する。

５ 庶務

各専門部会の庶務は、部会長の所属する課において処理する。

第８ サイバーセキュリティ総括責任者等

１ サイバーセキュリティ総括責任者

サイバーセキュリティ総括責任者（以下「総括責任者」という ）は、サイバ。

ー空間の脅威に関する事務について、必要な連携及び調整を行うものとする。



２ サイバーセキュリティ副総括責任者

サイバーセキュリティ副総括責任者（以下「副総括責任者」という ）は、サ。

イバー空間の脅威に関する事務について、総括責任者を補佐するとともに、サイ

バー戦略の実質的な推進及び管理を担うものとする。

３ サイバーセキュリティ責任者

サイバーセキュリティ責任者は、サイバー空間の脅威への対処に関する事務に

ついて、総括責任者及び副総括責任者を補佐するものとする。

第９ その他

この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は委員長が、プ

ロジェクトチームの運営に関して必要な事項はチームリーダーが、専門部会の運営

に関して必要な事項は部会長が別に定める。



別表第１

宮城県警察サイバー戦略総合対策委員会

委員長 警察本部長

生活安全部長（サイバーセキュリティ総括責任者）
副委員長

（ ）サイバーセキュリティ統括官 サイバーセキュリティ副総括責任者

委員 総務部長

警務部長

地域部長

刑事部長

交通部長

警備部長

情報通信部長

警察学校長

警務部参事官兼首席監察官

仙台市警察部長

組織犯罪対策局長



別表第２

宮城県警察サイバー戦略プロジェクトチーム

チームリーダー サイバー犯罪対策課長（サイバーセキュリティ責任者）

チームサブリーダー サイバー犯罪捜査指導官又はサイバー犯罪対策官及び次長

関係課 総務課

会計課

情報管理課

警務課

生活安全企画課

県民安全対策課

少年課

生活環境課

サイバー犯罪対策課

地域課

刑事総務課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

組織犯罪対策第一課

組織犯罪対策第二課

交通企画課

交通指導課

公安課

警備課

外事課

情報技術解析課



別表第３

宮城県警察サイバー戦略専門部会

組織基盤整備部会

部会長 警務課長

関係課 総務課

会計課

情報管理課

生活安全企画課

サイバー犯罪対策課

地域課

刑事総務課

組織犯罪対策第一課

交通企画課

公安課

サイバー犯罪対策部会

部会長 サイバー犯罪対策課長

関係課 生活安全企画課

県民安全対策課

少年課

生活環境課

地域課

刑事総務課

捜査第一課

捜査第二課

捜査第三課

組織犯罪対策第一課

組織犯罪対策第二課

交通指導課

公安課

外事課

情報技術解析課

サイバー攻撃対策部会

部会長 公安課長

関係課 サイバー犯罪対策課



警備課

外事課

情報技術解析課

情報セキュリティ・技術支援部会

部会長 情報管理課長

関係課 サイバー犯罪対策課

公安課

情報技術解析課


